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ネットワーク内の投稿➔ 新しい戦術？ 

 

ベルギーの消防改革のひとつとして、消防署のネットワーク化を目指している。このネットワーク

化の目的は、より良い消防サービスを提供するために協力し合うことだ。これが実現すれば市民に対

するより良いサービスだけでなく、より安全な活動も実現するだろう。消防署のネットワーク化は、

単独の消防署で活動していた時との消防活動が以前とは異なることを意味する。異なる消防署に配属

された隊員同士が協力し合う必要が出てくるし、そのような協力には、共通の戦術が必要になる。2

つの消防署が火災現場に到着し、互いに独立して活動を開始するのは、明らかに賢明ではない。 

このネットワーク化の利点は、火災活動時に 1 つの消防隊だけで対応するのとは対照的に、より多

くの選択肢が生まれることだ。その典型的な例が、消火用のセカンド・エンジン（以下：次着隊）だ。

現在、次着隊が出動されるのは、地域権限を持つ消防隊が最初に現場に到着しない地域に限られてい

る。ほとんどの消防隊は、現場への到着が最も早く、地域的な権限を持っている場合、とにかく 1 台

の消防車を出動させる。しかし、どの火災にも 2 台の消防車が出動するのが火災対応の常識である。

火災の場所に関係なく、市民は同じサービスを受ける権利がある。より多くの出動体制は、複数の異

なるサブタスクに迅速に、あるいは同時に取り組むことができるという明確な利点を提供する。 

 

1.協力には予測と反応の両方が必要 

ここ数年の間では、『最速でかつ適切な手段』というルールが有効だった。このルールは、「最速」

という言葉は活動速度を上げるという、厳しい意味合いを持っていることは誰もが理解できる。しか

し、その一方で、「適切な手段」の定義については今でも延々と議論が続いている。住宅火災の消火

には消防車 2 台が必要だという意見は多くの人に共有されている。たまたまある消防署が地域的に認

可された消防署より速いという場合だけでなく、住宅火災のすべてのケースにおいてである。 

最速の適切な手段が導入されて以来、ほとんどの消防サービスでは、現在、それぞれ別な消防署の

2 台の消防車が現場に到着し活動する地域がある。その結果、普段コミュニケーションを取らない消

防隊員と活動するため、可能な限り迅速かつ効果的に部隊を指揮することが難しくなった。実際に消

火活動が思うようにいかなかったという話は枚挙にいとまがない。そこで、消火活動に必要な手段を

効率的に展開するために、海外の同僚から輸入した以下のコンセプトを提案する。 

 

2.サイズアップまたは 360度の状況評価 

2.1戸建て住宅と二世帯住宅 

戸建て住宅や二世帯住宅の場合、建物を素早く一周することをお勧めする。建物の表と裏では、ま

ったく違う状況が見える可能性がある。建物を素早く一周することで、火災に関する重要な情報を収

集することができる。この情報に基づいて、消防士へ適切な指示を送ることができる。また、先着消
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防隊の小隊長が一次攻撃を開始し、その間に指揮者（IC）が 360°の状況評価を行うという方法もあ

る。熱画像直視装置（TIC）を使えば、肉眼ではわからない情報を得ることができる。小隊長は小隊

の活動状況を把握し、ICは活動情報と外側の状況が一致しているかどうかを確認する。  

この徹底的な状況評価によって、建物の換気プロファイルをより正確に評価することができる。開

けっ放しの窓はないか？ガラスにひびが入り、今にも崩壊して新たな換気口になりそうなものはない

か？こうした情報は、今後予測される火災の挙動について多くのことを教えてくれるだろう。 

 

2.2 長屋住宅  

 
図 2.1 このような火災では、後方から見る景色と前方から見る

景色がまったく異なることがある。 

長屋住宅を扱う場合、360 度建物を一

周するような状況評価を行うことは不可

能に近い。建物の正面を観察すること

が、わずかな時間でできる唯一のことで

あることが多いはずだ。通常は、IC ま

たは他の部隊が近隣の家を周って裏を見

ようとする間に、屋内進入を開始するの

が最良の選択肢である。 

 

 

 

大きな建物や物体を扱う場合、はしご車を利用することもひとつの手段だ。上空からの眺めは情報

収集に役立つ。なぜなら上空から建物を見渡せば、正面からでは見えないものも見えてくるからだ。

この場合、はしごの上にいる消防士が IC と十分なコミュニケーションをとることがより良い活動に

繋がる。また、TICがあれば、状況をより的確に把握することができるだろう。 

 

3.CANレポート 

先着消防隊が火災現場に到着すると、すぐに小隊長が IC の代理として活動の指揮を執る。おそら

く火災への攻撃を指示するだろう。その後、消防隊や IC が到着すると、火災に対して消防力が変化

する。変化に伴い新たにできることが増える。現着後スムーズな活動につなげるためには予め現場の

全体像を掴み、いくつかの行動を決定しておく必要がある。そのため、出動途上の消防隊や IC は、

火災現場に到着する前に、多くの情報を集め、持っている先着小隊長と連絡を取ることが重要である。

これには、CANレポートを使用すると良い。 

CAN とは、Conditions（状況）、Actions（行動）、Needs（ニーズ）の頭文字をとった略語である。

この声明を出すと、先着小隊長は活動に必要な情報を IC もしくは出動途上の消防隊に伝えることが

できる。情報を得た部隊は、現着後この情報を建物の外観で確認できるものと照合し、事前に全体像

に基づいて予測しておいた適切な行動と組み合わせて活動することができる。 

3.1 Conditions（状況） 
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報告の最初の部分では、先着小隊長が建物内部で起きていることを伝える。「どのような状況か？」

先着小隊長は B-SAHF モデルを活用して、内部の状況を継続的に評価することができる。この評価に

基づいて、火災の進行状況を簡潔に説明する。重要な点として、火災の換気プロファイルと、火災が

現在どの段階にあるかが挙げられる。この情報に基づいて、外部にいる小隊長は火災のリスクを把握

することができる。同様に、この情報を使って、さらに展開する必要のある手段を決定したり、換気

の可能性を決定したりすることができる（以前の記事を参照）。必要であれば、火災発生場所も伝え

ることができる。 

例 

「2階奥で成長期の燃料制御型火災に直面しています」。 

 

3.2 Actions（行動） 

報告の後半では、先着小隊長が現在屋内で何をしているかを伝える。"先着隊の消防士は今何をし

ているのか？"先着隊と次着隊の到着の遅れにもよるが、先着隊の消防士はすでになにかしらの活動

をとっているだろう。もしかしたら小隊長は、自隊の消防士が現在消火中であることを伝えるかもし

れない。その場合、小隊長はこのタスクに使用している手段も伝えるだろう。もうひとつのシナリオ

は、隊員が可搬式のはしごを使って、家の裏側で救助活動を行っているというものだ。消防隊はまだ

到着したばかりで、火元を探している最中かもしれない。外にいる小隊長が、中にいる隊員が何をし

ているかを知ることは非常に重要だ。把握することで、次着消防隊の効率的な活動が可能になる。 

例 

"口径 45、1本で消火中"  (45mmホースライン) 

 

3.3 Needs（ニーズ） 

報告の最後となる第 3 部では、先着小隊長が、自分が経験している、あるいは期待しているニーズ

を伝える。"次着消防隊の消防士はどのような行動が可能か？"次着消防隊の消防士は、先着消防隊の

活動をサポートするために配置することができる。この支援とは、バックアップチーム（援護線）の

結成である。もう一つの可能性は、第二攻撃ラインの展開である。もしかしたら、先着隊員がより安

全に前進できるように、換気口の出口をすぐに作る必要があるかもしれない。さらにもう一つの選択

肢は、次着消防隊が陽圧ファンを展開することである。 

先着隊の消防士が他の隊員が気づいていない状況を把握している可能性もある。その場合、彼は情

報を共有することができる。もしかしたら、ビルに進入する間に、そのビルに人が住んでいる気配に

気づいたかもしれない。情報を共有すれば、逃げ遅れた人が居る可能性がないか、建物内の徹底的な

検索を依頼できるだろう。 

例 

"バックアップチームを用意しろ" 
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3.4 まとめ  

"建物奥の 2階で成長期の燃料制御型火災を発見した。45で消火活動中。応援を頼む" 

このような短時間の伝達で、屋内進入をしている小隊長は、30 秒以内に多くの重要な情報を外にい

る IC や小隊長に伝えることができる。消防署間の最適な協力関係を考えれば、火災現場に到着した

小隊長が、すでにそこにいる小隊長へ CAN 報告を求めるのは賢明な行動である。先着小隊長は建物の

中にいる必要はない。屋外で消火活動をしているときでも、情報を共有することは役に立つことが多

い。小隊長が家の中にいるとき、ICは CANレポートの情報と外の状況が一致しているかどうかを確認

することが重要である。上記の報告を受けた後、IC が 360°の状況評価を行い、1 階から炎が出てい

るのを発見した場合、2 台の消防車が到着するまでの間に火災がかなり進行する可能性があることが

わかる。上の例では、おそらくそうではないだろうから、屋内進入中の部隊の撤退を指示するのが賢

明だろう。その後、ICは 2つの部隊の消防士を 1階に配置するか、それさえも危険であれば、防御的

な外部攻撃計画へ変更することができる。 

 

4.消火 

4.1 主要攻撃ライン 

検索中に火災の位置が確定したら、一次攻撃ラインを展開することができる。その際、小隊長は高

圧ブースターラインか 45 ミリの低圧ラインのどちらかを選択する。この攻撃ラインの展開には時間

がかかる。特に、隊員が煙の層の下を進まなければならない場合、実際の火点室に到着するまでには

時間がかかる。なぜなら、煙と火災ガスの継続的な冷却が重要であり、屋内進入中の隊員は、その効

果を観察するために十分な時間を取る必要があるからだ。小隊長は TIC を使用することで、屋内進入

が成功したかどうかを評価することができる。必要であれば、一次攻撃を中止する決定を行う。 

 

4.2 バックアップ・チーム（援護線）  

2 台目の消防車が現場に到着すると、追加の人員と手段が導入されることで、より多くの活動が可

能になる。先着消防隊の小隊長と調整した後、第一次攻撃隊を援護するためにバックアップ・ライン

（援護線）を展開することができる。ホースバックに入った低圧ホースを使った新しい展開システム

（「クリーブランド・ホーズレイ」）を使用する場合、通常、先着隊へ援護隊を提供する。この援護

隊は通常、第一次攻撃隊から約 4 メートル離れた場所に配置し、ガス冷却も行う。援護隊の仕事は、

退路を確保して攻撃隊を守ることである。火災が急速に進行した場合は、ノズルを使って後退する攻

撃隊を援護する。このため、援護隊は 45 ミリの低圧ラインを使用するのが望ましい。多くの消防署

では、ホースラインの色を使い分けている。クノッケ・ヘイスト消防署では、長い間、攻撃隊には黄

色、援護隊には青色を使用してきた。整理された配色は、後から現場に到着した小隊長が、さらに必

要な行動を判断しやすくなる。 
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図 4.1 後から現場に到着した小隊長にとって、家の中

に 2 つの部隊がいることは明らかである。(写真：

Jean-Claude Vantorre） 

援護隊は機動的に配置することが重要だ。攻

撃チームの前進後に大規模な火災が発生した場

合、援護隊は攻撃隊の援護を放棄して消火活動

を支援することができる。火災を素早く鎮火さ

せることは、消防士が建物内にいる人（消防士

だけでなく一般市民も含む）に提供できる最善

の防御策である。消火が完了すると、建物内の

状況は改善される。温度は安定し、下がり始め

る。室内の煙の濃度も同じだ。援護隊員が第二

攻撃隊になる良い例は、地下駐車場での火災で

ある。この場合、援護隊は攻撃隊に続いて突入

する。攻撃班が最終的に 3 台の燃えている車両

を発見すれば、当然、援護隊も火災に対処する

ために接近する。そうしなければ、1 本のホース

で 3 台すべてを消火するには時間がかかりすぎ

てしまう。 

 

 

4.3 攻撃用の第二線 

攻撃隊が援護隊を必要としない状況もある。2 階で完全に発達した火災がその好例だ。このような

状況では、火災を鎮圧するために大きな流量を必要とする。これを達成するために、攻撃用の第二線

の配備を要請することができる。第二線の隊員は、第一線の隊員と同様に、火災を直接攻撃する。こ

のとき、最初の隊員はすでに火災に放水しているにもかかわらず、火災が成長しているということは

流量が足りていないということだ。よって第二線は大流量が必要となる。そのため、45 ミリの低圧ラ

インを使用するのが得策である。 

住宅建築の分野では進歩が進んでいるため、完全に進行した火災はますます珍しくなっている。多

くの場合、消防士は成長段階の火災に直面する。攻撃隊が煙の中を進んだり、煙の下をくぐったりし

なければならなくなった場合は、攻撃用の第二線を展開する前に援護隊を編成することが望ましい。 
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4.4 外部からの攻撃 

一般的に、消防士は火災の進行に関する

知識を深めている。これは、より高いレベ

ルの消火活動を達成するのに役立つ、非常

に前向きな進展である。より多くの消防士

が、火災を消火するために屋内進入による

消火活動などの攻撃戦略を使用することが

できる。しかし、すべての消防士は、屋内

進入による消火が最善の方法ではない状況

もあることを認識する必要があるだろう。

時には、防御的な戦略を選択し、外部から

の攻撃を展開した方が良い場合もある。そ

の場合、近隣の建物を守ることが第一の優

先事項となる。これとは別に、ある時点で

燃えている建物の（部分的な）崩壊を考慮

に入れる必要がある。 

 
図 4.2 火災が完全に進展した状態での外部からの攻撃。建物

の安定性が損なわれ、建物自体も助からない。  

 

このとき防衛戦略の決定がきちんと伝達されることが非常に重要である。先着消防隊が攻撃戦略の

内部攻撃を選択している間に、後着隊消防隊が防御的な外部攻撃を決定した場合、非常に危険な状況

が発生する。外部からの攻撃は活動隊の連携がカギとなる。 

 

5.検索・救助 

消防士の仕事のひとつに、要救助者の救助がある。最初の消防隊が到着した時点で、火災攻撃と検

索救助の両方を実行するには消防力が不足している。かつては、検索と救助に専念するのが既定路線

であり、空気呼吸器が導入される前は、これが論理的な選択だった。今日では、成長段階の火災や換

気不足の火災に直面した場合、この選択はあまり明白ではない。建物内を検索している間に火災が進

行することも十分にあり得る。米国の NIOSHは、いわゆる LODD（Line Of Duty Death：任務遂行中の

死亡事故）について多くの研究を行っている。これは消防士による死亡事故を研究したものである。

過去 10年間の多くの事例では、検索中に火災の進行に気づかず、その結果、1人または複数の消防士

が死亡している。このため、「まず消火」という戦略が広く支持されるようになっている。おそらく

将来的には、この作戦が標準的な行動様式になるだろう。 

5.1 一次検索 

2 隊同時出動体制を採用することで、消火活動と検索救助活動を同時に行うことができる。消防士

は日ごろから人命救助訓練を行っている。しかし、実際の火災現場では救助活動だけでなく各部屋へ

の煙の拡散は大きな問題となる。そのため、検索は計画的に行うことが重要だ。すべての部屋を徹底

的にチェックする必要がある。アメリカではこれを「一次検索」と呼ぶ。よく訓練された消防士であ

れば、すべての部屋を素早く検索することができる。この間に要救助者を発見した場合は、救急医療

隊（EMC: EMC は、医師、救急看護師、救急救命士で構成される部隊。）の到着を待つ間に要救助者を

安全な場所に避難させるため、いったん検索を中止する。EMC に引き継ぎ後、検索を再開することが
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できる。避難させている間に別の消防士が検索を続行することも十分にあり得る。このときに検索さ

れていない部屋が飛ばされること防ぐには、小隊長と隊員による十分なコミュニケーションが重要で

ある。 

5.2 二次検索 

以前、人が住んでいる建物で大規模な火災が発生したとき、IC は建物の組織的な検索を命じた。意

識不明の要救助者が 5 人ほど、意識はあるが酩酊状態の被災者数人とともに外に運び出された。EMC3

台が現場に到着し、要救助者の蘇生を試みた。医療隊に加え、出動した救急隊と、救急救命士の追加

訓練を受けた消防士が要救助者の救護にあたった。組織的な検索の前に IC は 2 人の小隊長から、建

物内はすべて検索済みだと聞いた。 

完璧な人間などいないし、人は間違いを犯すものだ。二次検索は、この問題を解決してくれるかも

しれない。特に、人命救助のために検索を中断している場合、情報伝達不足で 1 つ以上の部屋が適切

に検索されていない可能性がある。これは、複数の検索隊が使用されている場合にも当てはまる。最

後に、居住者が自分で出口を見つけようとして、すでに消防隊によって検索された部屋で意識を失っ

てしまうことも十分に起こりうる。 

住宅火災の場合、消火と一次捜索が最優先事項である。この 2 つの作業をいかに迅速に行えるかは、

利用可能な消防力しだいである。アメリカの消防士は「二次検索」を行う。すべての区画を計画的に

2 度チェックすることで、上記のような問題を回避するためだ。消防士の手が空きしだい、たとえば

火災が鎮圧された時点で、二次検索を開始することができる。一次検索を行った消防士とは別な消防

士が行うことが理想的である。 

 

6.換気 

もうひとつ考えられるのは、濃煙と熱気によって消防隊がなかなか前進できないというケースだ。

多くの場合、高い位置に開口部を作ることで解決できる。たとえば排煙設備や最上階の窓が思い浮か

ぶ。換気を選択したら、作業員が建物の最上階に換気口を作る。その後、陽圧ファンを下部に設置し

排煙することができる。 

 

7.コンビネーション 

構造体火災に 2 台の消防車を使用することは、消防隊によって克服されなければならない困難を生

む。可能な限り協力し合わなければならない。昔は、上記のような作業は順番に行うしかなかったが、

今日では、複数のチームが協力することで、より良い結果を出すことができる。IC（必要であれば小

隊長がサポートする ）は選択を迫られる。サイズアップに続いて、第一次攻撃隊が展開される。こ

の後、優先順位を天秤にかけなければならない。また、各選択肢の消防用語を共通認識にすることも、

組織的な展開にとって非常に重要である。そうして初めて、IC は異なる消防士に何が期待しているか

を明確にすることができる。第一次攻撃隊は、援護隊、第二次攻撃隊、検索救助隊、換気隊......と
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組み合わせることができる。異なる消防隊員間のスムーズな協力と活動によって、より効率的で安全

な活動が可能になる。 
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